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１．当四半期決算に関する定性的情報 

当社は、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期等

との比較分析は行っておりません。 

（１）経営成績に関する説明 

  当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、米国の景気回復、東南アジアの新興国の成長など海

外の経済が、順調に推移するとともに、政府の金融・財政政策による円安・株高が進行して、輸出

関連企業を中心とした企業収益の改善、個人消費の回復等デフレ脱却の兆候が見られました。 

しかし、欧州債務危機問題、日中間の尖閣諸島問題、消費税の引き上げによる景気への影響等先

行きへの不透明感から、企業の設備投資、雇用拡大には依然慎重な姿勢が見られ、企業の経営環境

も厳しい状況が続いております。 

このような経営環境の下、主要顧客であります電子・電機関連業界では、スマートフォン関連の

業界・企業に対して積極的な販売活動を展開すると同時に、当社の強みとする歯車加工用機械であ

るホブ盤につきましても、自動車関連企業に対して販売に積極的に注力してまいりました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は 2,387 百万円、営業

損失は 324 百万円、経常損失は 346 百万円、四半期純損失は 366 百万円となりました。 

  なお、セグメント別では、当社グループは、１工場で、工作機械の製造を行い、販売するという

単一事業を展開しております。 

  そこで、セグメント別の「工作機械事業」としては、上記のとおりですが、以下「機種別」に市

場動向、販売状況等を補足させていただきます。 

①ラップ盤 

デジタル家電向各種ガラス基板加工用の設備投資は、一部の光学ガラス加工用設備に需要はあ

ったものの全般的には弱く、投資は抑制され、ＬＥＤ用サファイア・水晶基板等の加工用設備の

新規投資計画は、延期となりました。 

さらに、受注済の一部大型案件が、顧客の要請により出荷が第４四半期連結会計期間にずれ込

む事も加わり、売上高は 699 百万円となりました。 

②ホブ盤、フライス盤 

ホブ盤については、中国向の販売が減少するも、国内の自動車・釣具関連の需要があり、また、

フライス盤では、韓国向に金属材料加工用設備向の販売が増加したことから、売上高は 911 百万

円となりました。 

③部品、歯車 

光学ガラス加工用設備向に消耗部品販売が増加したものの、ガラスＨＤＤ・半導体については、

それらを組み込んだ製品の市場での需要低迷から、既納機械の稼働率は低下につながり、売上高

は 776 百万円となりました。 

 

 

 

浜井産業㈱（6131）　平成26年３月期　第３四半期決算短信

－ 2 －



     

（２）財政状態に関する説明 

財政状態の分析 

（流動資産） 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は 4,080 百万円となりました。その主な

内訳は、仕掛品 1,602 百万円、現金及び預金 1,259 百万円、受取手形及び売掛金の売上債権 953

百万円であります。 

  （固定資産） 

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は 3,879 百万円となりました。その主な

内訳は、有形固定資産 3,528 百万円であります。 

  （流動負債） 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は 5,432 百万円となりました。その主な

内訳は、１年内返済予定の長期借入金 2,574 百万円、支払手形及び買掛金の仕入債務 1,250 百万

円であります。 

  （固定負債） 

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は 750 百万円となりました。その主な内

訳は、退職給付引当金 361 百万円、長期借入金 350 百万円であります。 

  （純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は 1,776 百万円となりました。その主な内

訳は、資本金 2,050 百万円であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成 25 年 11 月１日発表の連結業績予想に変更はありません。 

当連結会計年度（平成 26 年３月期）の業績見通しにつきましては、連結売上高 5,030 百万円、連

結営業利益 85 百万円、連結経常利益 55 百万円、連結当期純利益 30 百万円を見込んでおります。 

 

本資料に記載されている業績予想見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報

および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨の

ものではありません。 

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

（注）第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であったハマイエンジニアリング株式会社および

哈邁机械商貿（上海）有限公司の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。 

 

 （２）追加情報 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年 12 月 31 日） 

・財務制限条項について 

 当社の借入金の内、2,197,000 千円には損益計算書における経常損益に係る財務制限条項が付されて

おります。 

 なお、前事業年度において上記財務制限条項に抵触いたしましたが、取引金融機関からは、一行の

み条件付ですが、最終的に全行から期限の利益喪失適用免除について了承を得ております。 

 また、条件付了承行の支援分を除いても、別途調達枠等により、資金面の懸念はありません。 
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３．継続企業の前提に関する重要事象等 

・財務制限条項について 

当社は、平成 23 年９月に期間３年でシンジケート・ローン契約を複数の取引金融機関と締結して

おります。 

同ローン契約の財務制限条項のうち、「各年度の決算期において経常損益が、２期連続して損失と

ならないようにすること」という条項に平成 25 年３月期時点で、抵触いたしましたが、取引金融機

関からは、一行のみ条件付ですが、最終的に全行から期限の利益喪失適用免除について了承を得て

おり、当第３四半期連結会計期間末における状況の変化はありません。 

なお、条件付了承行の支援分を除いても、別途調達枠等により、資金面の懸念はありません。 

また、当該シンジケート・ローンの期間満了後の平成 26 年 10 月以降についても、借入額の大宗

を占める複数行から継続支援の了解を得ており、資金面の懸念はありません。 

したがって、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりますが、現時

点では、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。 

このような状況を早期に解消すべく、以下の対応策を継続して実施しております。 

（１）受注および売上高の確保 

①海外市場への営業部員の集中投入、販売代理店との連携強化 

受注が伸びている韓国、台湾、マレーシア、インドネシア、中国等の各マーケットへ、従来

国内を担当していた営業部員も振り向けて、積極的に受注の確保に取り組んでおります。 

その結果、スマートフォン関連分野での部品加工用にラップ盤の大口の売上が今期の業績に

寄与しますが、来期についても、同分野で継続して、大口受注が見込まれます。 

また、各国の有力販売代理店と連携して、当社グループ製品の販売と消耗部品販売等のメン

テナンスサービスの積極展開もはかっております。 

②新製品の積極投入によるラインアップの強化 

平成 25 年８月に発表済の金属加工用のファイングラインディングマシンの販売強化と、さら

にホブ盤についても、自動二輪や自動車の部品加工業向の新型ホブ盤の開発にも取組中であり

ます。 

③テクニカルサービス体制の一層の充実・強化 

中国国内でのサービス・メンテナンスに対する体制構築が進みつつあり、今後は、アジア各

地の有力販売代理店と協力、連携してそれぞれの地域のサービス・メンテナンス体制を構築し

てまいります。 

（２）財務体質の改善策の着実な実行 

①総経費の削減 

現在、人件費を中心に経費削減に積極的に取組中であり、営業経費や工場の経常経費も含め、

削減効果が出つつあり、さらに不要不急の出費を抑え、収益の確保に全力で取り組んでまいり

ます。 

②モニタリング体制の励行 

以上の諸施策の徹底状況を毎月実施している営業・生産・管理の各部門別ＰＤＣＡの実施、

励行により、実効ある管理を実施してまいります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年 12 月 31 日） 

該当事項はありません。 
 

（セグメント情報等） 

  セグメント情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年 12 月 31 日） 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当社グループは、単一セグメントのため、記載を省略しております。 

②報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。 

③報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

当社グループは、単一セグメントのため、記載を省略しております。 

④報告セグメントの変更等に関する事項 

該当事項はありません。 

⑤報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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